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マーマI ード加エにおける果限の膨ぎ昧の検討－リモノイド｀量の変化一
武匍･図大家政　o加回亭丿　森下雄子

　ａ的　り七二yぽ徽レ司味をもつトソテル伺K Z＼オレンジジューXZ｀の鼠値i3.6 P

。とゴれ^し1乱前報r訂、マーマレードカロエ＼:おけゐ果皮の前処理宏と残存かノンキツ

量につHZ報告し/でがよ?りに前処理蔵によるソモノイド量の変化£加り。フラボ｀ﾉｲﾄﾞ｀

類とりそノイK'類0) 両前ヵ紳みた適切び統苦味必､に･~>ﾚ､iで検討し/づ試料ぼブンタyd)一

種で｀あろバンペイエの外果皮おcf び内系既Σ用ﾚ巾。

　方彦、栗鼠左外果皮と内果及に分げ、おのおの1. 友のオ砥/汀ク前処狸がちた。の粟

良を赤味水iい脊筒債漬レ∂ﾉ'h f ')ンぞずーゼ7Jく鎔戒/こ2時闇浅漬レヌ須過辞中(T＼ 'J

后り’にf ・f化£調べゐ。②/屏, ／'>lo、心外の蚕威鐘に果皮き2蒔同溥漬了る才蔵

（き）泉既に6借量の赦を加えてタ分間沸騰? ぞる繰作£3 回くリ返万方伍のJ汰にJ ')行っ

た、リモノ^ μ｀狽（似已t,3鳥追康体クaマトアラフ･( ―にぶ･)フ＼‰r測定しho

　総粟　外象貳肉栗及ともに. の酪素猿f'l3 ') e ニンの喊少ぼみられなかっTこ。浹漬中
の水鳶ぶt 推^ L A'が｀、本哀哭TIJ//ば謬考状能£示し乙（刄塩酸ぷりコ、碁鹸濃度のク

づ出ざ、iひわs　必修のオが/（/.作sリ七二ンの減少牽が刄り、ナV ）ギ'>*

の残少と一致し几遥威儀庚･^/怖が通常用しぺれるが、最適粂件を考慮する此要がヽある

t葱われK. ③熱水佃ぷ'An^、3 碍由出I: /ソ、’ノモニーン量にけ減し/こ匹ご釘こ水溌

ノ碕旬けｿ即'^k の顕庫び滅ケ£示し/;.1^威汰と熱水抽出広で' Ia. 細叔徊広汰の方･･測

ウヂ球あく、俯報のすソンヤンごはべ函睨砥お最も･戎す希球島いのに比べ7 . 異なる結果
-Ei?に

A 99 シ:i--Iフt の鰐に軟広に/ゐ/･ごレ落度と旨味･A感し/らぺ-jfの蘭係にりいて
ょヽ陽蛍R短尺　面同一先代o 柘石坤英刄　蓼碕t ^

　目的私戎はjtK、rどし豪農と吠^感じられ方に・いて辰冷ヽμ'しμよぴ札''f調味針を試

封とし、シにソフゴ1 の対応靫広を用いに官瓢検査顧累/-- ・いても配した。官能検査を行７

つている苓とlて(I- 訓を行'J-%ご

得rこいもめXある。今回ぱ、この菰にっい1 気高奸累のTどし濃度と旨味の療じらべ喀を刺

靫と寿lの轍^ め関として狐七考齢£試みに。

　^広　佩粁どしてば前回発反のよう(::、見泰ぼしほ昆布t 削')節を冶りっゼてれ量の≪％

使用I で得Tzμλ寡肘どし£-k釈｜でタ.f'A. μ%. z.匹、i､^%の蚤濃友のrどし肆を洲を、

化学調味靴校合化摩調味什(ねc-％、c./r％、fi丿穴、あ心％の各濃度のr:゛し才を調吼

しT' 。塩奪ぼ呑にしけ鳶がヽ匁塩分t ^fるように食爆t加えて側壁しrこ。上記･^試什によ'/

シJ- -ソ7 エの対比軟彦､を用ヽヴ行‰μ官能検査悼果ヵ｀ら、ンごツフにｰの恒比戦広f得ら

れ尽平均評価度のχば比軟すゐ訓豺聞の祁互の感じらりガの魚りを表わI 1ヽ･ヽゐ<nT'＼こ

(;り平均評倆度の莱の累積を行りごい、、累積ｲ直£昧川寡じhれずの凋灯的u'昧t (感t-の昧t)

i-lて、f'"し濃厦ぐ刺激高摘5 ;〉k<^ 関係£ 検討しに。

　粘累　冷回鋼lLの阿｀し濃度ク)政明において、シt･>■/ フx.高忖尤軟うを、で得られμ旨味の鳳

-5 の平々抒佃友の莱の累蜘・f？し巌度の纒数とx^例し、刺表ダ等比的に哩ず時感f.り吋

は等差的にtf t 八肺ウi.－/ぐー･ 7 ェ｡ﾋ｡すーの瓜則､リく岑てほ仁μ。このことより

今回のよいこ騎に訓練し７い/ぐわレ々ヽら帰h れr'調書蝕累でほあ->てもシ乙ヅフT 偽憚吃

致湊'る鮪累にηヽYり信咳悍の細ヽ･へも汽であ･らと考えられゐ.


